
付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

事業費 378,600,261 378,600,261

交付金額 240,506,000 240,506,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　小児に係る医療費の自己負担額を助成することにより、医療費の負担が軽
減され、健康の増進が図れた。
（医療証交付件数２６，４７５枚、受診件数４０１，１８１件）
　ホームページで制度及び特定防衛施設周辺整備調整交付金の一部充当につ
いて周知した。

　医療費助成を行うことにより、保護者の負担を軽減し、早期治療により重
症化する前に医療機関にかかることで小児の健康増進を促進する。

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：小児医療費助成事業）

　大和市長

　大和市林間１－５－１８

　中学校卒業までの通院、入院について保険適用分医療費の自己負担額を助
成し、子育て世帯の経済的負担の軽減と小児の健全な育成・健康保持を促進
する。

　小児が病気やけがなどにより医療機関で受診した場合、医療保険診療の自
己負担分（２割または３割）を助成する。

　平成29年7月から平成30年3月まで



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

事業費 22,464,000 22,464,000

交付金額 21,000,000 21,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業を行うことにより車両整備担当が策定した更新計画どおりに更新す
ることができた。また、計画どおりに更新を行うことで、老朽化した車両を
使い続けることがなくなり、車両の修理回数が減った。
上記のことから、車両の欠隊が少なくなり、管轄する地域の消防力の低下を
防ぐことができた。
　補助事業により購入した本体に「平成２９年度厚木飛行場関連公共用施設
整備事業　防衛省」の表示をした。
　本市ホームページで「平成２９年度厚木飛行場関連公共用施設整備事業
防衛省」と掲載した。

　市民の生命、身体及び財産を守るため、今後も円滑な災害対応を実施し、
市民の不安を解消すべく、計画的に車両を更新していく。
　また、補助事業の状況を、継続的に確認し、適正に維持管理する。

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ付積載
車）整備事業

　大和市長

　大和市消防団　第　３分団２班（大和市深見３０２１－２）
　　　　　　　　第１１分団１班（大和市代官１－２０）

　本市では、市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、整備指針及び
本市更新計画に基づき車両等の整備を行っている。本市所有の緊急車両等は
常に災害対応が図れるよう、点検及び整備を行い、重大な故障が発生する前
に部品の交換等を行っているが老朽化は避けられない。老朽化した小型動力
ポンプを使い続けることにより重大な故障の危険が増大することが予想され
るとともに、修理等が増えることは車両を欠隊することとなり、管轄する地
域の消防力が著しく低下し、被害の拡大等多大な影響を与えるおそれがある
ほか、車両の通常整備にも影響を与えることになる。
　このため、経年劣化による故障等で災害活動に支障をきたすことがないよ
う万全を期すため、計画的に車両等を更新していくことで消防力の充実強化
を図り、地域住民が安全で安心して暮らせる地域にすることを目標とすると
ともに、本市に所在する防衛施設の安定的使用に寄与する。

　小型動力ポンプ付積載車　２台

　平成29年9月から平成30年2月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 29年度 計

円 円

事業費 41,094,000 41,094,000

交付金額 38,000,000 38,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

①塵芥収集車は、年末年始・日曜日を除いた日で使用するため走行距離も
多く、ごみを積載する車体への負担も大きい。老朽化に伴う故障等には部
品等の調達に時間、コストを要する。また、それに伴う職員の負担増や住
民サービスの低下を招くことから、使用期間１１年を経過した車両７台を
事前の計画に従い更新したことで、今後の経費の縮減と安定的なごみ収集
事業が可能となり、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与し、住民生
活の確保・向上を図ることができた。
②車両後方に「平成29年度特定防衛施設周辺整備助成事業」と明記し住民
への周知を行った。また、本市ホームページに「特定防衛施設周辺整備調
整交付金による事業」と掲載し住民への周知を行った。

　車両更新計画に基づく対象車両を評価し、適正な車両更新を行う。今後
も円滑に衛生的かつ安定的なごみ収集運搬業務を実施し、日頃から行う車
両整備・点検を通して事前の計画に基づき塵芥収集車両の更新を行う。ま
た、補助事業を継続的に市民に周知する。

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　厚木飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥収集車）整備事業

　大和市長

　大和市環境管理センター（大和市草柳三丁目１２番地１）

　耐用年数を超え老朽化した塵芥収集車を計画的に買換え更新することに
より、予期せぬ故障等による収集体制の低下を未然に防止し本市の安定的
なごみ収集体制の確保を維持することで、住民生活の向上を図ることを目
的とする。

　塵芥収集車7台

　平成29年9月から平成30年2月



事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円

事業費 20,168,000 20,168,000

交付金額 20,000,000 20,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　健康遊具設置後、体験会やアンケート調査を各公園で行い、高齢
者の外出機会の創出、体力増進につながる環境が整備されたことが
確認できた。
　本市ホームページに特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業
であることを掲載し住民への周知を行った。

　交付金事業の維持管理状況を継続的に確認する。

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（スポーツ又はレクリエーションに関す
る施設：健康遊具設置（北部））整備事業

　大和市長

　大和市内

　身近な公園で自発的な健康増進活動が行われていく環境を整える
ため、健康遊具を街区公園に設置し、高齢者の外出機会を創出し、
健康遊具を利用することで体力増進につなげていける環境を整備す
る。

　市内１３公園に健康遊具を合計３２基設置する。

　平成29年8月から平成30年3月まで



事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円

事業費 22,509,000 22,509,000

交付金額 20,000,000 20,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　健康遊具設置後、体験会やアンケート調査を各公園で行い、高齢
者の外出機会の創出、体力増進につながる環境が整備されたことが
確認できた。
　本市ホームページに特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業
であることを掲載し住民への周知を行った。

　交付金事業の維持管理状況を継続的に確認する。

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（スポーツ又はレクリエーションに関す
る施設：健康遊具設置（南部））整備事業

　大和市長

　大和市内

　身近な公園で自発的な健康増進活動が行われていく環境を整える
ため、健康遊具を街区公園に設置し、高齢者の外出機会を創出し、
健康遊具を利用することで体力増進につなげていける環境を整備す
る。

　市内１１公園に健康遊具を合計２８基設置する。

　平成29年8月から平成30年2月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円

事業費 118,260,000 118,260,000

交付金額 106,000,000 106,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　電気事業法に基づく発電用ボイラー・タービン設備及び関連する一般廃
棄物処理施設に係る各機器の清掃、点検、整備を行った結果、保安・公害
防止等の法令基準を遵守すると共に、定期事業者審査の結果は全て良であ
り、本市におけるごみ処理が停滞することなく、安定的な施設運営が図ら
れた。
　また、平成29年度特定防衛施設周辺整備調整交付金事業として、施設の
窓口及び市ホームページに、一般廃棄物処理施設の維持管理状況を公開
し、地域住民へ周知している。

　今後とも公害防止等の法令基準を遵守し、安全で安心な施設運用に努め
地域住民の理解を得ながら事業を実施

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（環境衛生に関する事業：環境管理センターご
み処理施設維持管理事業）

　大和市長

　大和市草柳３丁目１２番地１　大和市環境管理センター

　電気事業法に基づく発電用ボイラー・タービン設備及び関連する一般廃
棄物処理施設に係る各機器の清掃、点検、整備を行い、保安・公害防止等
の法令基準を遵守し、本市におけるごみ処理が停滞することが無い様に、
施設運営を行うことを目的とする。

　ごみ焼却炉設備各機器点検整備（ボイラー・タービン設備含む）

　平成29年8月から平成30年3月まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円

事業費 26,784,000 26,784,000

交付金額 23,700,000 23,700,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善策及び今後の
対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：中央林間小学校受変
電設備）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　受変電設備を更新することで、安定した電源供給を行い、機器劣
化による停電や事故等を未然に防ぐことができた。（竣工後の不具
合件数：0件）

　市のホームページに防衛省の交付金を活用した事業であることを
提示し、地域住民へ周知を行った。

　今後も他校について受変電設備整備事業を実施していく。

　無

　大和市長

　大和市立中央林間小学校（所在地：大和市中央林間９丁目５４番
１号）

　学校施設は、義務教育施設としての使用のみならず、大規模災害
時の避難施設や地域の生涯スポーツ施設として地域住民が使用して
いる。
　今回、経年劣化した市立中央林間小学校受変電設備を改修整備す
ることにより、学校施設の充実並びに安全で安定した維持管理が可
能となり、教育環境の向上と地域住民の生活環境の向上に寄与する
ことを目的としている。

　受変電設備　一式

　平成29年10月から平成30年1月まで



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円

事業費 8,449,920 8,449,920

交付金額 4,800,000 4,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事前の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後も他校について防球ネット設置事業を実施していく。

　無

　大和市長

　大和市上和田１３１４－１

　以前より高い防球ネットを設置し、練習用ではあるが２面分のテニス
コートを設けて、より多くの生徒が練習できる環境を整える。

　防球ネット設置工事　H＝8.0ｍ　L=58.0ｍ

　平成29年11月から平成30年2月まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：上和田中学校防球ネッ
ト）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　以前より高い防球ネットができたことで、これまでより多くの生徒が
一緒に練習できる環境が整った。

　市ホームページに当該事業について防衛省交付金にて行われた旨を掲
載し地域住民へ周知した。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円

事業費 15,994,800 15,994,800

交付金額 12,600,000 12,600,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事前の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：林間小学校防球ネット）整
備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　以前より高い防球ネットができたことで、隣地へボールが飛び出す心配
がなくなったことから、校庭の民家付近エリアでも球技を行うことが可能
となった。

　市ホームページに当該事業について防衛省交付金にて行われた旨を掲載
し地域住民へ周知した。

　今後も他校について防球ネット設置事業を実施していく。

　無

　大和市長

　大和市林間１－５－１８

　以前より高い防球ネットを設置し、校庭の民家付近エリアでも球技を行
うことが可能とする。

　防球ネット設置工事　H＝10.0ｍ　L=73.7ｍ

　平成29年11月から平成30年2月まで



付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

28年度 29年度 計

円 円 円

事業費 48,123,720 46,803,960 94,927,680

交付金額 38,000,000 39,700,000 77,700,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善策及び今後の
対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　厚木飛行場関連公共用施設（交通施設：中福田南庭線）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　整備前後に実施した舗装表面の平坦性測定と沿線住民や道路利用者の満足度を量
るアンケート調査の結果から、騒音や振動は減少しており、当該路線の快適な道路
の環境は整えられたと言える。
　地域住民への周知については、市のホームページを活用し、当該工事が交付金事
業であることを掲載するとともに、現場に掲げる工事看板にも同様の記載を行い、
周辺住民への周知を図った。

　無

　無

　大和市長

　大和市代官2丁目4番地先～大和市福田3759-3番地先

　舗装の構造を改善することにより、振動や騒音のない、快適な道路の環境を整え
ます。

　道路舗装補修　全体計画　　L=659.6ｍ　W=6.00ｍ～6.65ｍ
　　　　　　　　平成28年度　L=340.0ｍ　W=6.00ｍ～6.65ｍ（舗装工1,960.9㎡）
　　　　　　　　平成29年度　L=319.6ｍ　W=6.00ｍ　　　　（舗装工1,923.7㎡）

　平成28年度：平成28年11月から平成29年2月まで
　平成29年度：平成29年11月から平成30年3月まで



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円 円

事業費 8,847,360 8,847,360

交付金額 6,800,000 6,800,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事前の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　今後も他校について防球ネット設置事業を実施していく。

　無

　大和市長

　大和市深見西７－５－１

　これまで使用に制限のあったエリアを活用して、グランドの使用レ
イアウトを改善し、各部活動が同時に行うことができる環境づくりを
目標とする。

　防球ネット設置工事　H＝10.0ｍ　L=56.0ｍ

　平成29年12月から平成30年2月まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：大和中学校防球ネッ
ト）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　防球ネットが整ったことで、グラウンドの使用レイアウトを工夫
し、野球部とサッカー部が同時に練習できる環境が整った。

　市ホームページに当該事業について防衛省交付金にて行われた旨を
掲載し地域住民へ周知した。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円

事業費 103,505,300 103,505,300

交付金額 71,000,000 71,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事前の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　厚木飛行場関連公共用施設（福祉に関する事業：保育所等運営支援
事業）

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　定員を超えて受け入れた延べ利用児童数は５４１人で、待機児童解
消に効果的であった。
　ホームページ等で保育所・認定こども園の定員、受入可能児童数及
び入所保留数を掲載した。

　申込数が増加傾向にあるため、今後も０～３歳の定員を超えた児童
の受け入れに対して助成するとともに、保育士数の充実に対して助成
することにより、良好な保育環境を確保する必要がある。

　無

　大和市長

　大和市下鶴間１－１－１

　施設面積や保育士数に余裕があることにより定員を超えた児童の受
け入れが可能な保育所・認定こども園について、０～３歳の定員を超
えた児童の受け入れに対して助成するとともに、保育士数の充実に対
して助成することにより、保育サービスの質を確保しながら保育所等
の待機児童解消を図る。
（事業開始時の計画値）定員を超えて受け入れた延べ利用児童数：４
５０人

　保育所・認定こども園の０～３歳の定員を超えた児童の受け入れに
対する助成及び保育指数の充実に対する助成。

　平成30年1月から平成30年3月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

29年度 計

円

事業費 73,694,836 73,694,836

交付金額 70,000,000 70,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後
の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

付紙様式第２

　外来及び入院患者の平均満足度については、平成30年度の調査で88.4％
であり、前年度から引き続き高い評価を得られている。
　年間の手術件数は4,213件と前年度の4,159件から微増した。
　
　防衛省の交付金の一部充当について、文書を院内掲示するなどし周知を
行った。

　これらの機器を使用する各診療科職員において、計画的に稼働し適正な
管理を行う。

　無

事業費及び交付金額

　厚木飛行場関連特定事業（医療に関する事業：医療機器）整備事業

　大和市長

　大和市深見西８－３－６　大和市立病院

　老朽化しているものの、保守点検とスポット修繕を実施しながら稼働さ
れている医療機器（６件）及び、昨今の手術の術式において患者の症例に
幅広く対応するために導入が求められている医療機器（３件）を計画的に
導入し、市民の医療ニーズに対応するためのより良い環境を整備する。

　電動式骨手術器械、心臓用超音波診断装置、スターナムソー、輸液ポン
プ、超音波診断装置、多項目モニタ（症状個室用）、ベッド、多項目モニ
タ、関節鏡

　平成30年1月から平成30年3月まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書


